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19 

建替えを伴わない団地集約の場合においても
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令
和
７
年
７
⽉

総
務
省
⾃
治
⾏
政
局

都
道
府
県
知
事
が
資
格
付
与
者
とな
って
い
る
国
家
資
格
の

⾒
直
しに
つ
い
て
【⾏
政
書
⼠
】

（
管
理
番
号
21
8、
27
7）

重点５：資格付与者の見直し（総務省）
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○
⾏

政
書

⼠
は

、他
⼈
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
、官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
そ
の
他
権
利
義
務
⼜
は
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
を
作

成
す
る

（
独

占
業

務
）

ほ
か

、官
公

署
に

提
出

す
る

書
類

の
提
出
⼿
続
を
代
理
す
る

こと
、許
認
可
等
に
関
して
⾏
わ
れ
る
聴
聞
⼜
は
弁
明
の

機
会
の
付
与
の
⼿
続
に
お
い
て
官
公
署
に
対
して
す
る
⾏
為
を
代
理
す
る

こと
、許

認
可

等
に

関
す

る
不
服
申
⽴
て
の
⼿
続
を
代
理
す
る

こと
、

書
類
の
作
成
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る

こと
な

ど（
⾮

独
占

業
務

）
を

業
務

とし
て

い
る

。

⾏
政
書
⼠
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
①

１
．
⾏
政
書
⼠
の
業
務

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、⾏
政
書
⼠
とな
る
資
格
を
有
す
る

。
①
⾏
政
書
⼠
試
験
に
合
格
した
者

②
弁

護
⼠

とな
る

資
格

を
有

す
る

者
③

弁
理

⼠
とな

る
資

格
を

有
す

る
者

④
公

認
会

計
⼠

とな
る

資
格

を
有

す
る

者
⑤

税
理

⼠
とな

る
資

格
を

有
す

る
者

⑥
国

⼜
は

地
⽅

公
共

団
体

の
公

務
員

とし
て

⾏
政

事
務

を
担

当
した

期
間

等
が

17
年

以
上

の
者

○
⾏

政
書

⼠
とな

る
資

格
を

有
す

る
者

が
、⾏

政
書

⼠
とな

る
に

は
、⽇
本
⾏
政
書
⼠
会
連
合
会
が
備
え
る
⾏
政
書
⼠
名
簿
に

、住
所

、⽒
名

、
⽣

年
⽉

⽇
、事

務
所

の
名

称
及

び
所

在
地

等
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
らな
い

。
※

 ⾏
政

書
⼠

の
登

録
を

受
け

よ
うと

す
る

者
は

、各
都
道
府
県
の
⾏
政
書
⼠
会
を
経
由
して
、⽇
本
⾏
政
書
⼠
会
連
合
会
に
登
録
の
申
請

を
⾏
う。

２
．
⾏
政
書
⼠
の
資
格
・登
録

○
⾏

政
書

⼠
法

は
、⾏

政
書

⼠
の

資
格

や
取

り締
ま

り等
に

関
す

る
規

定
を

設
け

る
こと

に
よ

り、
も

って
住

⺠
の

便
益

を
向

上
させ

る
た

め
に

、昭
和

26
年

に
議

員
⽴

法
に

よ
り制

定
され

た
も

の
で

あ
り、

法
制

定
以

降
も

、原
則

とし
て

議
員

⽴
法

に
よ

り改
正

が
重

ね
られ

て
き

て
い

る
。

1

2



○
⾏

政
書

⼠
試

験
は

、⾏
政

書
⼠

の
業

務
に

関
し必

要
な

知
識

及
び

能
⼒

に
つ

い
て

、毎
年

⼀
回

以
上

⾏
うこ

とと
され

て
お

り、
ま

た
、⾏

政
書
⼠
試
験
の
施
⾏
に
関
す
る
事
務
は
、都
道
府
県
知
事
が
⾏
うこ
とと
さ
れ
て
い
る

。

○
都
道
府
県
知
事
は
、総
務
⼤
⾂
の
指
定
す
る
者

（
指

定
試

験
機

関
︓

⼀
般

財
団

法
⼈

⾏
政

書
⼠

試
験

研
究

セ
ンタ

ー
）
に
、⾏
政
書

⼠
試
験
の
施
⾏
に
関
す
る
事
務

（
合

格
の

決
定

に
関

す
る

事
務

を
除

く。
）
を
⾏
わ
せ
る
こと
が
で
き
る

こと
とさ

れ
て

お
り、

現
在

、す
べ
て
の
都

道
府
県
が
当
該
事
務
を
委
託

。

⾏
政
書
⼠
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
②

３
．
⾏
政
書
⼠
試
験
に
つ
い
て

＜
参

考
＞

⾏
政

書
⼠

試
験

の
実

施
者

の
変

遷

S2
6︓

⾏
政
書
⼠
法
の
制
定

・
⾏

政
書

⼠
法

制
定

当
初

は
、⾏
政
書
⼠
試
験
は
都
道
府
県
知
事
が
実
施
す
る

こと
とさ

れ
、ま

た
、そ
の
合
格
資
格
は
、当
該
都
道
府
県

内
で
の
み
通
⽤
す
る
も
の

で
あ

った
。ま

た
、⾏

政
書

⼠
の

登
録

事
務

は
都

道
府

県
が

⾏
うこ

とと
され

て
い

た
。（

⾏
政

書
⼠

の
登

録
事

務
は

、
その

後
、昭

和
46

年
改

正
に

よ
り⾏

政
書

⼠
会

が
、昭

和
60

年
改

正
に

よ
り⽇

本
⾏

政
書

⼠
会

連
合

会
が

⾏
うこ

とと
され

た
。）

S5
8︓

⾏
政
書
⼠
法
の
改
正

・
⾏

政
書

⼠
法

の
⼀

部
改

正
に

よ
り、
⾏
政
書
⼠
試
験
の
合
格
資
格
は
全
国
通
⽤
す
る
も
の

とさ
れ

る
とと

も
に

、⾏
政
書
⼠
試
験
は
⾃
治
⼤

⾂
が
実
施

し、
試
験
の
施
⾏
に
関
す
る
事
務
は
都
道
府
県
知
事
に
委
任
す
る
こと
が
で
き
る
（
機
関
委
任
事
務
）

こと
とさ

れ
た

。

H
11
︓
地
⽅
分
権
⼀
括
法
に
よ
る
⾏
政
書
⼠
法
の
改
正

・
これ

ま
で

⾃
治

⼤
⾂

の
機

関
委

任
事

務
とし

て
実

施
され

て
き

た
⾏

政
書

⼠
試

験
の

施
⾏

に
関

す
る

事
務

を
、都
道
府
県
の
⾃
治
事
務
とし

て
都
道
府
県
知
事
が
実
施

す
る

こと
とさ

れ
た

。
・

併
せ

て
、都

道
府

県
の

事
務

処
理

の
効

率
化

等
の

観
点

か
ら、

試
験

の
施

⾏
に

関
す

る
事

務
は

、総
務

⼤
⾂

の
指

定
す

る
者

（
指

定
試

験
機

関
）

に
⾏

わ
せ

る
こと

が
で

き
る

こと
とさ

れ
た

。
2
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・都
道
府
県
知
事
が
資
格
付
与
者
とな
って
い
る
国
家
資
格
の
⾒
直
し【

管
理

番
号

21
8、

27
7】

（
提
案
事
項
）

国
家

資
格

の
うち

、都
道

府
県

知
事

が
資

格
付

与
者

とな
って

い
る

も
の

に
つ

い
て

、試
験

事
務

を
既

に
全

国
統

⼀
の

団
体

が
⾏

って
い

る
資

格
を

含
め

、
各
種
資
格
の
付
与
者
を
国
とす
る
な
どの
⾒
直
し※

を
求

め
る

。
※

⾏
政

書
⼠

に
つ

い
て

、都
道

府
県

は
、試

験
事

務
の

実
施

に
関

し、
「①

合
格

の
決

定
」、

「②
合

格
者

の
公

報
へ

の
掲

載
」、

「③
合

格
証

へ
の

都
道

府
県

知
事

印
の

押
印

及
び

合
格

証
の

郵
送

」の
事

務
を

⾏
って

お
り、

これ
らの

事
務

負
担

の
軽

減
を

図
る

観
点

か
ら、

試
験

の
実

施
者

を
国

とす
る

こと
を

求
め

る
も

の
。

※
「国

家
資

格
等

情
報

連
携

・活
⽤

シ
ス

テ
ム

」と
連

携
して

い
な

い
資

格
に

つ
い

て
、同

シ
ス

テ
ム

の
利

⽤
の

推
進

に
よ

り事
務

負
担

の
軽

減
を

図
る

とと
も

に
、資

格
付

与
者

を
国

とす
る

こと
を

求
め

る
も

の
。

地
⽅
公
共
団
体
か
らの

提
案
事
項
及
び
回
答
に
つ
い
て

地
⽅
公
共
団
体
か
らの

提
案
事
項

3

○
⾏

政
書

⼠
試

験
の

施
⾏

に
関

す
る

事
務

を
総

務
⼤

⾂
が

⾏
うこ

とと
す

る
こと

に
つ

い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
制
度
経
緯

や
、提
案
団
体
以
外
の
都
道
府
県

を
は
じめ
とす
る
関
係
者
の
意
⾒
等
を
踏
ま
え
、議
論
す
べ
き

と考
え

る
が

、都
道
府
県
に
お
け
る
事
務
負
担
の
軽
減
に
関
して
は
、以
下
の
とお
り。

ア
．
資
格
付
与
者
を
国
に
転
換
す
る
こと
に
つ
い
て

・「
①
合
格
の
決
定
」

「合
格
の
決
定
」に
つ
い
て
は

、⾏
政

書
⼠

法
第

４
条

第
１

項
及

び
⾏

政
書

⼠
法

施
⾏

規
則

第
２

条
に

お
い

て
指

定
試

験
機

関
に

⾏
わ

せ
る

こと
が

で
き

な
い

と規
定

され
て

い
る

。当
該

事
務

の
中

⼼
は

、試
験

問
題

の
レ

ベ
ル

を
判

断
し合

格
基

準
を

設
定

す
る

こと
に

あ
る

が
、こ

れ
を

試
験

問
題

の
作

成
者

で
あ

る
指

定
試

験
機

関
で

は
な

く都
道
府
県
知
事
に
お
い
て
⾏
うこ
とと
して
い
る
の
は
、試
験
問
題
の
レ
ベ
ル
を
客
観
的
に
判
断
で
き
る
者
に
よ
り⾏

うこ
とが
試
験
の
信
頼
性
が
向
上
す
る
こと
と考

え
られ
た
こと
や
、試
験
の
実
施
主
体
とし
て
実
績
が
あ
る
とと
も
に
、⾏
政
書
⼠
が
作
成
す
る
書
類
の

多
くを
受
け
る
官
公
署
で
あ
る
都
道
府
県
に
お
い
て
⾏
うこ
とが
適
当
と考

え
られ
た
こと
に
よ
る

。
⼀

⽅
、試

験
科

⽬
ご

との
年

度
間

の
難

度
の

評
価

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

は
、指

定
試

験
機

関
が

委
嘱

す
る

学
識

経
験

者
で

構
成

す
る

「試
験

結
果

難
易

度
評

価
委

員
会

」に
お

い
て

専
⾨

的
知

⾒
を

も
って

審
議

され
て

い
る

とこ
ろ

で
あ

り、
当

該
評

価
の

結
果

を
参

考
に

都
道

府
県

知
事

に
お

い
て

合
否

決
定

が
⾏

わ
れ

る
こと

が
、「

形
式

的
に

追
認

す
る

形
」と

な
って

い
る

との
御

指
摘

に
つ

な
が

って
い

る
も

の
と受

け
⽌

め
て

い
る

。
この

点
、他
の
国
家
試
験
に
お
け
る
取
扱
い
等
も
踏
ま
え
て
、検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と考

え
て
い
る

。
・「
②
合
格
者
の
公
報
へ
の
掲
載
」

「②
合

格
者

の
公

報
へ

の
掲

載
」に

つ
い

て
は

、国
の

法
令

で
義

務
づ

け
て

い
る

も
の

で
は

な
く、

各
都

道
府

県
の

規
則

等
で

定
め

て
い

る
事

務
で

あ
り、

各
都

道
府

県
に

お
い

て
その

必
要

性
等

に
関

して
ご

議
論

い
た

だ
き

た
い

と考
え

て
い

る
。

１
次
回
答
要
旨

4



地
⽅
公
共
団
体
か
らの

提
案
事
項
及
び
回
答
に
つ
い
て

4

・「
③
合
格
証
へ
の
⼤
量
の
押
印
及
び
合
格
証
の
郵
送
」

「③
合

格
証

へ
の

⼤
量

の
押

印
及

び
合

格
証

の
郵

送
」に

つ
い

て
は

、現
状

、都
道

府
県

の
事

務
負

担
を

軽
減

す
る

観
点

か
ら、

都
道

府
県

と指
定

試
験

機
関

との
間

の
協

議
が

調
った

場
合

に
は

、指
定
試
験
機
関
に
お
い
て
合
格
証
に
電
⼦
的
に
知
事
印
の
印
影
を
刷
り込

み
、都
道
府
県
を
介
さ
ず
、

直
接
合
格
者
に
発
送
す
る
取
扱
い
を
可
能

とし
て

お
り、
令
和
７
年
度
試
験
に
お
い
て
は
、８
都
府
県
が
この
取
扱
に
よ
り事

務
を
処
理
す
る
予
定

と
伺

って
い

る
。こ
の
よ
うな
運
⽤
が
可
能
で
あ
る
こと
に
つ
い
て

、指
定

試
験

機
関

とも
連

携
しな

が
ら、
未
実
施
の
都
道
府
県
に
周
知
して
ま
い
りた
い

。
イ
.国
家
資
格
等
情
報
連
携
・活
⽤
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て

⾏
政

書
⼠

の
登

録
に

つ
い

て
は

、⾏
政

書
⼠

法
第

６
条

第
３

項
に

基
づ

き、
都

道
府

県
で

は
な

く⽇
本

⾏
政

書
⼠

連
合

会
が

⾏
政

書
⼠

名
簿

へ
の

登
録

の
事

務
を⾏

うこ
とと

され
て

お
り、

⽒
名

等
登

録
事

項
に

変
更

が
あ

った
場

合
に

お
い

て
も、

同
法

第
６

条
の

４
に

基
づ

き、
所

属
す

る⾏
政

書
⼠

会
を経

由
して

、
⽇

本
⾏

政
書

⼠
会

連
合

会
に

変
更

の
登

録
を申

請
す

るこ
とと

され
て

お
り、

現
状

、都
道
府
県
に
お
け
る
⼤
きな
事
務
負
担
は
⽣
じて
い
な
い

と考
え

て
い

る。
な

お
、⾏

政
書

⼠
試

験
の

合
格

者
の

⽒
名

や
住

所
が

変
更

とな
った

場
合

等
に

お
い

て
は

、各
都
道
府
県
の
規
則
等
に
基
づ
き
、「
⾏
政
書
⼠
試
験
合

格
証
明
書
」等
の
名
称
で
事
実
証
明
の
書
類
の
発
⾏
が
⾏
わ
れ
て
い
る

も
の

と承
知

して
い

る
が

、当
該

事
務

は
法

令
に

よ
り⾏

う事
務

で
は

な
い

こと
か

ら、
各

都
道

府
県

に
お

い
て

その
必

要
性

等
に

関
して

ご
議

論
い

た
だ

き
た

い
と考

え
て

い
る

。

回
答
要
旨
（
続
き
）

○
資

格
付

与
者

や
試

験
実

施
者

の
⾒

直
しに

つ
い

て
は

、⾏
政

書
⼠

法
が
議
員
⽴
法
に
よ
り改

正
が
重
ね
られ
て
き
た

こと
や

、第
⼀
次
地
⽅
分
権
改
⾰

に
お
い
て
⾏
政
書
⼠
試
験
の
施
⾏
に
関
す
る
事
務
が
機
関
委
任
事
務
か
ら⾃

治
事
務
とさ
れ
た

こと
等

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
○

ま
た

、⾏
政

書
⼠

の
登

録
に

関
す

る
事

務
に

つ
い

て
は

⽇
本

⾏
政

書
⼠

会
連

合
会

が
⾏

って
お

り、
⾏

政
書

⼠
試

験
の

施
⾏

に
関

す
る

事
務

に
つ

い
て

も
指

定
試

験
機

関
が

⾏
って

い
る

こと
か

ら、
現

状
、都

道
府

県
に

⼤
き

な
負

担
は

発
⽣

して
い

な
い

と考
え

て
い

る
が

、ま
ず

は
、運

⽤
に

よ
り都

道
府

県
の

事
務

負
担

を
軽

減
す

る
こと

が
可

能
で

あ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、速

や
か

に
その

旨
を

周
知

して
ま

い
りた

い
。

○
その

上
で

、資
格
付
与
者
や
試
験
実
施
者
を
国
とす
る
こと
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
制
度
経
緯
や
提
案
団
体
以
外
の
都
道
府
県
を
は
じめ
とす
る
関

係
者
の
意
⾒
等
を
踏
ま
え
、議
論
して
ま
い
りた
い

。

検
討
の
⽅
向
性

5



2
0
2
1
年
4
月
1
日

令
和
７
年
７
月
3
日

厚
生
労
働
省

健
康
・
生
活
衛
生
局
健
康
課

都
道
府
県
知
事
が
資
格
付
与
者
と
な
っ
て
い
る
国
家
資
格
の
見
直
し
（
調
理
師
）

＜
令
和
７
年
地
方
分
権
提
案
管
理
番
号
2
7
7
＞

【
地
方
分
権
有
識
者
会
議

提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
】

重点５：資格付与者の見直し（厚生労働省）
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＜
調
理
師
名
簿
に
つ
い
て
＞

•
都
道
府
県
に
調
理
師
名
簿
を
備
え
、
免
許
に
関
す
る
事
項
を
登
録
す
る
。

＜
調
理
師
資
格
取
得
方
法
に
つ
い
て
＞

•
調
理
師
養
成
施
設
卒
業
：
学
校
教
育
法
第
5
7
条
（
高
等
学
校
の
入
学
資
格
）
に
規
定
す
る
者
で
、
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す
る
調
理

師
養
成
施
設
で
１
年
以
上
修
学
し
、
卒
業
し
た
者
。

•
調
理
師
試
験
合
格
：
学
校
教
育
法
第
5
7
条
に
規
定
す
る
者
で
、
多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
施
設
又
は
営
業
で

厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
も
の
に
お
い
て
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
後
、
調
理
師
試
験
（
都
道
府
県
知
事
が
実
施
）
に
合

格
し
た
者
。

＜
調
理
師
に
つ
い
て
＞

•
「
調
理
師
」
と
は
、
調
理
師
の
名
称
を
用
い
て
調
理
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
都
道
府
県
知
事
の
免
許
を
受
け

た
者
を
い
う
。

調
理
師
制
度
の
概
要

2

＜
調
理
師
免
許
取
得
の
流
れ
に
つ
い
て
＞

調
理
師
試
験

実
務
経
験

（
２
年
以
上
）

高 校 入 学 資 格 者 等

養
成
施
設

（
１
年
以
上
修
学
し
、

卒
業
し
た
者
）

調 理 師 免 許
申
請

（
都
道
府
県
知
事
）

申
請
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要
望
及
び
対
応
方
針
（
調
理
師
）

3

国
家
資
格
の
う
ち
、
都
道
府
県
知
事
が
資
格
付
与
者
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
試
験
事
務
を
既
に
全
国
統
一
の
団
体
が

行
っ
て
い
る
資
格
を
含
め
、
各
種
資
格
の
付
与
者
を
国
と
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
求
め
る
。

提
案
内
容

調
理
師
に
つ
い
て
は
試
験
の
実
施
及
び
免
許
の
付
与
等
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
申
請
者
等
が
都
道
府
県
の
身
近
な
窓
口
で
各
種
手
続
を
で
き
な
く
な
る
こ
と

に
よ
る
利
便
性
の
低
下
や
、
国
の
事
務
の
大
幅
な
増
加
に
よ
る
効
率
性
の
低
下
と
い
っ
た
懸
念
が
想
定
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

調
理
師
免
許
の
令
和
５
年
度
の
交
付
数
は
2
3
,7
9
0
件
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
調
理
師
試
験
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
基
準
に
よ
り
全
都
道
府
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
一
部
の
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
独
自
に
試
験
を
作

成
・
実
施
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
令
和
５
年
度
の
試
験
で
は
1
9
,7
8
3
人
が
受
験
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
迅
速
な
対
応
が
必

要
と
な
る
交
付
事
務
や
受
験
手
続
き
等
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
免
許
付
与
や
試
験
の
実
施
等
の
当
該
事
務
を
都
道
府
県
で
は
な
く
国
で
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
、
前
述
の
よ
う
な

支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
当
該
提
案
に
つ
い
て
は
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

対
応
方
針
（
抄
）
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調
理
師
免
許
交
付
数
及
び
調
理
師
試
験
受
験
者
数

4

＜
調
理
師
免
許
交
付
数
の
推
移
＞

年
度

総
数
（
累
計
）

免
許
交
付
数
（
単
年
度
）

令
和
元
年
度

3
,8
7
7
,4
2
5

2
9
,0
3
9

令
和
２
年
度

3
,9
0
5
,7
1
9

2
8
,2
9
4

令
和
３
年
度

3
,9
3
3
,8
4
2

2
8
,1
2
3

令
和
４
年
度

3
,9
6
0
,1
4
6

2
6
,3
0
4

令
和
５
年
度

3
,9
8
3
,9
3
6

2
3
,7
9
0

＜
調
理
師
試
験
実
施
状
況
＞

年
度

受
験
者
数
（
人
）

合
格
者
数
（
人
）

平
均
合
格
率
（
%
）

令
和
元
年
度

2
5
,4
5
1

1
6
,9
0
4

6
6
.4

令
和
２
年
度

2
1
,0
9
6

1
4
,8
1
4

7
0
.2

令
和
３
年
度

2
4
,2
3
0

1
5
,8
9
6

6
5
.6

令
和
４
年
度

2
1
,5
4
7

1
4
,0
9
1

6
5
.4

令
和
５
年
度

1
9
,7
8
3

1
2
,0
3
7

6
0
.8
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調
理
師
試
験
委
託
状
況

5

・
1
6
道
府
県
に
お
い
て
、
独
自
に
試
験
を
作
成
・
実
施
し
て
い
る
（
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、

徳
島
県
は
関
西
広
域
連
合
に
お
い
て
実
施
。
）
。

・
４
県
に
お
い
て
、
独
自
に
試
験
事
務
の
み
を
実
施
し
、
試
験
の
作
成
は
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

・
そ
の
他
の
都
県
は
、
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
に
試
験
の
作
成
・
実
施
を
委
託
し
て
い
る
。

1
北
海
道

1
1
埼
玉
県

2
1
岐
阜
県

3
1
鳥
取
県

4
1
佐
賀
県

2
青
森
県

1
2
千
葉
県

2
2
静
岡
県

3
2
島
根
県

4
2
長
崎
県

3
岩
手
県

1
3
東
京
都

2
3
愛
知
県

3
3
岡
山
県

4
3
熊
本
県

4
宮
城
県

1
4
神
奈
川
県

2
4
三
重
県

3
4
広
島
県

4
4
大
分
県

5
秋
田
県

1
5
新
潟
県

2
5
滋
賀
県

3
5
山
口
県

4
5
宮
崎
県

6
山
形
県

1
6
富
山
県

2
6
京
都
府

3
6
徳
島
県

4
6
鹿
児
島
県

7
福
島
県

1
7
石
川
県

2
7
大
阪
府

3
7
香
川
県

4
7
沖
縄
県

8
茨
城
県

1
8
福
井
県

2
8
兵
庫
県

3
8
愛
媛
県

9
栃
木
県

1
9
山
梨
県

2
9
奈
良
県

3
9
高
知
県

1
0
群
馬
県

2
0
長
野
県

3
0
和
歌
山
県

4
0
福
岡
県

独
自
に
試
験
を
作
成
・

実
施

独
自
に
試
験
事
務
の
み

実
施

試
験
の
作
成
・
実
施
を

委
託
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都
道
府
県
知
事
が
資
格
付
与
者
と
な
っ
て
い
る

国
家
資
格
の
見
直
し

（
管
理
番
号

2
7
7
）

国
土
交
通
省

観
光
庁
国
際
観
光
部

令
和
７
年
７
月
３
日

重点５：資格付与者の見直し（国土交通省）
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1

通
訳
案
内
士
制
度
に
つ
い
て

各
都
道
府
県
に
お
け
る
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
申
請
等
に
か
か
る
事
務
の
概
要

全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
申
請
等
に
か
か
る
事
務
を
都
道
府
県
が
行
う
必
要
性

【
参
考
資
料
】
地
域
独
自
の
観
光
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
全
国
通
訳
案
内
士
の
育
成

こ
れ
ま
で
の
都
道
府
県
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
①

こ
れ
ま
で
の
都
道
府
県
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
②

こ
れ
ま
で
の
都
道
府
県
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
②
（
全
国
通
訳
案
内
士
の
登

録
に
国
家
資
格
等
情
報
連
携
・
活
用
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
）

目
次
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③
登
録
の
申
請

○
全
国
通
訳
案
内
士

•
全
国
通
訳
案
内
士
に
な
る
に
は
、
全
国
通
訳
案
内
士
試
験
（
国
家
試
験
／
年
１
回
）
に
合
格
（
法
第
３
条
）
し
、
居
住
す
る
都
道
府

県
の
登
録
（
法
第

1
8
条
、
通
訳
案
内
士
法
施
行
規
則
（
昭
和

2
4
年
運
輸
省
令
第

2
7
号
）
第

1
6
条
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•
全
国
通
訳
案
内
士
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
、
歴
史
・
地
理
・
文
化
等
の
観
光
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
や
、
高
度
な
外
国
語
能
力
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
力
等
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
へ
の
対
応
能
力
。

通
訳
案
内
士
制
度
に
つ
い
て

通
訳
案
内
士
法
（
昭
和

2
4
年
法
律
第

2
1
0
号
）
に
お
い
て
は
、
報
酬
を
得
て
通
訳
案
内
（
外
国
人
に
付
き
添
い
、
外
国

語
を
用
い
て
旅
行
に
関
す
る
案
内
を
行
う
こ
と

)を
業
と
す
る
者
を
対
象
と
し
て
、
全
国
単
位
で
活
動
す
る
全
国
通
訳
案

内
士
を
規
定
し
て
い
る
。

通
訳
案
内
士
が
仕
事
を
得
る
ま
で
の
流
れ

受
験
者

(独
)国

際
観
光

振
興
機
構

都
道
府
県

観
光
庁

全
国
通
訳
案
内
士

＜
全
国
通
訳
案
内
士
試
験
＞

①
試
験
受
験

②
合
格
証
書

④
登
録
証
の
交
付

＜
登
録
事
務
＞

（
登
録
簿
）

（
試
験
事
務
の
代
行
）

試
験
合
格

２
月

２
月
～
３
月

３
月
～
４
月

2

全
国
通
訳
案
内
士
の
手
続
き

都
道
府
県
へ

登
録
申
請

登
録
証
受
領

旅
行
会
社
等

に
登
録

仕
事
獲
得
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現
居
住
先

都
道
府
県

申
請
者

旧
居
住
先

都
道
府
県

3

各
都
道
府
県
に
お
け
る
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
申
請
等
に
か
か
る
事
務
の
概
要

開 始 終 了

・
申
請
書
類
（
※
1
）
の

準
備
及
び
提
出

・
本
人
確
認
の
書
類
の
準
備

及
び
提
出
（
※
2
）

・
事
務
手
数
料
支
払
い

・
申
請
者
の
本
人
確
認

※
申
請
手
続
の
正
確
性
と
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
。

・
登
録
簿
の
確
認

・
登
録
簿
の
登
録
の
訂
正

・
登
録
証
の
受
け
取
り

1

※
１

新
規
登
録
の
場
合

：
申
請
書
、
添
付
書
類
（
健
康
診
断
書
、
合
格
証
書
の
写
し
、
誓
約
書
、
写
真
（
現
物
）
）

登
録
証
再
交
付
の
場
合

：
申
請
書
、
添
付
書
類
（
合
格
証
書
の
写
し
、
写
真
（
現
物
）
）

登
録
事
項
の
変
更
の
場
合
：
申
請
書
、
添
付
書
類
（
合
格
証
書
の
写
し
（
他
の
都
道
府
県
に
転
居
し
た
場
合
の
み
）
、
写
真
（
現
物
）
、
登
録
証
（
現
物
）
、

  
 

変
更
し
た
事
実
を
証
す
る
書
類
（
氏
名
変
更
し
た
場
合
に
は
、
戸
籍
抄
本
で
確
認
を
行
う
）
）

※
２

都
道
府
県
の
職
員
が
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
申
請
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

〇
各
都
道
府
県
に
お
け
る
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
申
請
等
に
か
か
る
事
務
は
、
概
ね
以
下
の
フ
ロ
ー
の
と
お
り
（
下
記
手
続
き
は
一

例
）
（

は
都
道
府
県
外
へ
の
住
居
変
更
に
伴
う
追
加
手
続
き
）

〇
ま
た
、
都
道
府
県
知
事
は
、
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
の
取
消
し
等
の
権
限
も
有
す
る
（
登
録
取
消
し
に
あ
た
っ
て
は
、
都
道
府
県

警
察
に
対
す
る
禁
止
行
為
に
か
か
る
照
会
や
登
録
取
消
し
の
通
知
事
務
が
発
生
）

・
登
録
証
の
発
行

（
知
事
印
押
印
）

・
申
請
者
へ
送
付

7他
の
都
道
府
県
へ
住
所
変

更
し
た
場
合
、
旧
居
住
先

で
の
登
録
取
消
し
手
続
き

を
行
う
た
め
、

現
居
住
先
の
都
道
府
県
か

ら
旧
居
住
先
の
都
道
府
県

に
連
絡
を
送
る
。

2

・
旧
登
録
証
を
旧
居
住
先

都
道
府
県
へ
送
付

6

5

4

全
国
通
訳
案
内
士

登
録
証
（
見
本
）

都
道
府
県
外
へ
の

引
越
し
の
場
合

・
登
録
簿
へ
の
記
入

（
新
規
登
録
及
び
登
録
事
項
の
変
更
の
場
合
）

記
入
事
項

・
氏
名

・
生
年
月
日

・
住
所

・
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

・
合
格
し
た
外
国
語
の
種
類

3

・
申
請
書
類
の
確
認

※
必
要
な
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
る

か
、
記
載
事
項
に
漏
れ
が
な
い
か

形
式
的
に
確
認
。

2
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〇
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
全
国
通
訳
案
内
士
の
育
成
や
活
躍
の
場
の
確
保

・
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
全
国
通
訳
案
内
士
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
都
道
府
県
が
地
域
に
い

る
全
国
通
訳
案
内
士
を
把
握
し
、
地
域
独
自
の
観
光
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
全
国
通
訳
案
内
士
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

・
登
録
を
受
け
た
全
国
通
訳
案
内
士
が
、
都
道
府
県
、
旅
行
会
社
、
通
訳
案
内
士
団
体
等
が
行
う
事
業
や
関
係
者
の
紹
介
を
受
け
て
活
動

を
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
の
観
光
を
熟
知
す
る
都
道
府
県
に
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
。

・
旅
行
会
社
や

D
M

O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
が
地
域
の
旅
行
商
品
を
造
成
す
る
際
に
、
当
該
地
域
に
居
住
す
る
全
国
通
訳
案
内
士
の

登
録
状
況
（
登
録
数
や
登
録
言
語
等
）
を
把
握
し
手
配
さ
れ
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
都
道
府
県
に
登
録
簿
が
備
え
付
け
ら
れ
る

こ
と
が
有
効
。

（
参
考
）
都
道
府
県
が
全
国
通
訳
案
内
士
の
育
成
や
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
る
事
例

●
事
例
１
：
広
島
の
通
訳
案
内
士
団
体
が
主
催
し
、
広
島
県
等
が
後
援
す
る
形
で
、
広
島
を
訪
れ
る
方
に
「
広
島
を
正
し
く
伝
え
る
こ

  
  
  

  
 と

」
を
学
ぶ
講
演
会
を
通
訳
案
内
士
向
け
に
実
施
。

●
事
例
２
：
長
崎
県
に
お
い
て
、
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
を
テ
ー
マ
に
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
受
入

体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
通
訳
案
内
士
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
。

4

全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
申
請
等
に
か
か
る
事
務
を
都
道
府
県
が
行
う
必
要
性

〇
不
正
事
案
の
取
締
り
等
の
実
効
性
の
確
保

・
全
国
通
訳
案
内
士
に
対
す
る
指
導
及
び
取
締
り
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
。

〇
登
録
申
請
等
の
利
便
性
の
確
保

・
申
請
書
類
の
書
き
方
や
添
付
書
類
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
居
住
地
の
都
道
府
県
に
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
申
請
者
の
利

便
性
確
保
の
た
め
に
重
要
。
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・
主

催
長
崎
県

・
日

時
令
和

6
年

1
0
月

1
7
日

・
場

所
長
崎
県
南
島
原
市

・
参
加
者

1
5
名

・
内

容
実
地
研
修
（
以
下
、
研
修
場
所
）

・
原
城
跡
・
有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館
・
原
城
の
聖
マ
リ
ア
観
音
・
口
之
津
殉
教
地
・
口
之
津
町
白
浜
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

・
加
津
佐
町
砂
原
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

5

【
参
考
資
料
】
地
域
独
自
の
観
光
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
全
国
通
訳
案
内
士
の
育
成

事
例
１

「
被
爆

8
0
年
記
念
講
演
会
」

広
島
に
拠
点
を
置
く
通
訳
案
内
士
団
体
が
主
催
し
、
広
島
県
等
が
後
援
す
る
形
で
、
世
界
か
ら

広
島
を
訪
れ
る
お
客
様
に
広
島
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
と
し
て
、
「
広
島
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
」

を
改
め
て
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
。

・
主

催
（
一
社
）
ひ
ろ
し
ま
通
訳
・
ガ
イ
ド
協
会

・
後

援
広
島
県
、
広
島
市
、
公
益
財
団
法
人
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

・
日

時
令
和

7
年
７
月

1
2
日

・
場

所
広
島
県
広
島
市

・
参
加
者

1
0
0
名

・
内

容

（
１
）
第
一
部
：
基
調
講
演
「
被
爆

8
0
年
に
寄
せ
て
」

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
と
は
、
「
原
爆
被
害
」
と
は
何
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る

（
２
）
第
二
部
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
通
訳
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
伝
え
る
被
爆
と
平
和
」

事
例
２

「
長
崎
県
通
訳
ガ
イ
ド
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
（
実
地
研
修
）
」

長
崎
県
に
お
い
て
、
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
を
テ
ー
マ
に
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
受
入
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、
通
訳
案
内
士
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
。
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・
健
康
診
断
書
・
・
・
平
成

3
1
年

4
月

1
0
日
に
、
各
都
道
府
県
宛
て
に
「
全
国
通
訳
案
内
士
及
び
地
域
通
訳
案
内
士
の
登
録
等
に
つ
い
て
」

の
通
達
を
発
出
。
健
康
診
断
書
の
様
式
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
都
道
府
県
の
問
合
せ
対
応
等
の
負
担
を
軽
減
。

・
履
歴
書
・
・
・
・
・
令
和
元
年
７
月
１
日
に
、
通
訳
案
内
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
。
学
歴
や
職
歴
等
の
不
要
な
個
人
情
報
を
集
約

す
る
こ
と
と
な
る
履
歴
書
の
提
出
を
不
要
と
し
、
誓
約
書
の
提
出
へ
と
変
更
す
る
こ
と
で
、
都
道
府
県
の
問
合
せ
対

応
等
の
負
担
を
軽
減
。

6

こ
れ
ま
で
の
都
道
府
県
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
①

（
提
案
団
体
：
関
西
広
域
連
合
、
長
野
県
、
愛
媛
県
、
福
岡
県
、
大
分
県
）

・
健
康
診
断
書
・
・
・
「
医
師
が
通
訳
案
内
士
の
業
務
内
容
を
正
確
に
理
解
し
、
業
務
遂
行
の
可
否
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
の
助
け
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
な
ど
、
適
切
な
措
置
を
求
め
る
。
」

・
履
歴
書
・
・
・
・
・
「
申
請
者
が
通
訳
案
内
士
法
第
４
条
の
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
か
確
認
す
る
手
段
と
し
て
履
歴
書
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
通
訳
案
内
士
法

に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
旨
の
宣
誓
書
の
提
出
を
求
め
る
。
」

通
訳
案
内
士
の
登
録
申
請
時
の
添
付
書
類
（
施
行
規
則

1
6
条
２
項
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
及
び
地
方
公
共
団
体
の
事
務
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
履
歴
書
に
代
え
て
、
よ
り
簡
便
な
宣
誓
書
の
提
出
を
求
め
る
ほ
か
、
医
師
が
通
訳
案
内
士
の
業
務
内
容
を
正
確
に
理
解
し
容
易
に

診
断
で
き
る
よ
う
、
健
康
診
断
書
の
様
式
を
見
直
す
。

健
康
診
断
書
の
様
式
見
直
し

履
歴
書
か
ら
よ
り
簡
易
な
誓
約
書
へ
変
更

提
案
内
容
【
平
成

3
0
年
の
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に
係
る
検
討
要
請
に
つ
い
て
（
平
成

3
0
年
７
月
２
日
）
】

【
平
成

3
0
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
（
平
成

3
0
年

1
2
月

2
5
日
閣
議
決
定
）
】

旧
新

履
歴
書
（
イ
メ
ー
ジ
）

誓
約
書
（
イ
メ
ー
ジ
）

様
式
の
定
め
な
し

【
上
記
、
対
応
方
針
を
踏
ま
え
た
対
応
状
況
】

様
式
を
統
一
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7

こ
れ
ま
で
の
都
道
府
県
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
②

提
案
事
項

「
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
「
国
家
資
格
等
情
報
連
携
･活

用
シ
ス
テ
ム
（
仮
称
）
」
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
都
道
府
県
及
び
府
県
の
事
務
を
一
元
的
に
実
施
し
て
い
る
当
団
体
に
お
い
て
同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き
る
よ
う
求
め
る
。
」

具
体
的
な
支
障
事
例

「
全
国
通
訳
案
内
士
と
な
る
に
は
、
全
国
通
訳
案
内
士
試
験
に
合
格
後
、
居
住
す
る
都
道
府
県
の
知
事
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
更
の
届
出
に

当
た
っ
て
は
、
当
該
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る

者
に
と
っ
て
、
当
該
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
住
所
地
の
変
更
の
場
合
に
は
住
民
票
の
写
し
、
氏
名
の
変
更
の
場
合
に

は
戸
籍
抄
本
な
ど
）
の
準
備
に
係
る
手
間
や
費
用
の
負
担
が
生
じ
て
い
る
と
と
も
に
、
府
県
の
事
務
を
一
元
的
に
実
施
し
て
い
る
当
団

体
に
と
っ
て
も
、
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
へ
の
説
明
や
書
類
の
確
認
が
手
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
格
保
有
者
に
は
登

録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
実
態
と
し
て
は
、
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
て
も
届
出
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
は
、
変
更
の
届
出
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
そ
の
こ
と
を
把
握
す
る
手
段
が
な

い
た
め
、
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
簿
の
正
確
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
過
去
に
変
更
の
届
出
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
複
数
回
の
氏
名
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
等
、
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
時
点
で
の
書
面
で
は
変
更
の
経
緯
が
確
認
で
き
な
い

ケ
ー
ス
で
は
、
当
団
体
の
全
国
通
訳
案
内
士
登
録
簿
と
一
致
す
る
ま
で
遡
っ
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
改
製
原
戸
籍
謄
本
ま
で

取
り
寄
せ
る
よ
う
依
頼
す
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
と
当
団
体
の
双
方
に
と
っ
て
さ
ら
に
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
」

【
令
和
５
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
（
令
和
５
年

1
2
月

2
2
日
閣
議
決
定
）
】

全
国
通
訳
案
内
士
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
、
調
理
師
及
び
製
菓
衛
生
師
の
免
許
申
請
等
並
び

 に
登
録
販
売
者
の
登
録
申
請
等
に
関
す
る
手
続

に
つ
い
て
は
、
国
家
資
格
等
情
報
連
携
・
活
用
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
希
望
す
る
都
道
府
県
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
、
順
次
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
手
続
を
可
能
と
す
る
。

提
案
内
容
【
令
和
４
年
の
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に
係
る
検
討
要
請
に
つ
い
て
（
令
和
４
年
７
月
５
日
）
】

（
提
案
団
体
：
関
西
広
域
連
合
、
宮
城
県
、
茨
城
県
、
埼
玉
県
、
愛
知
県
）

18



こ
れ
ま
で
の
都
道
府
県
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
②

（
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
国
家
資
格
等
情
報
連
携
・
活
用
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
）

【
全
国
通
訳
案
内
士
】

○
申
請
書
、
添
付
書
類
（
健
康
診
断
書
、
写
真
等
）
を
紙
媒
体
で
作

成
し
、
都
道
府
県
に
対
し
て
窓
口
又
は
郵
送
で
提
出
を
行
う
。

【
都
道
府
県
】

○
申
請
書
、
添
付
書
類
を
受
領
し
、
紙
媒
体
に
よ
り
申
請
内
容
に
誤

り
が
な
い
か
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

○
令
和

6
年

5
月

2
7
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
国
家
資
格
等
情
報
連
携
・
活
用
シ
ス
テ
ム
の
活
用

の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
）
上
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
事
務
に
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
事
務
が
追
加
さ
れ
た
。

登
録
手
続
き
の
現
状

国
家
資
格
等
情
報
連
携
・
活
用
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

こ
れ
ま
で
の
進
捗

今
後
の
対
応
（
課
題
）

8

○
都
道
府
県
に
お
け
る
事
務
負
担
軽
減
に
向
け
て
、
国
家
資
格
等
情
報
連
携
・
活
用
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
全
国
通
訳
案
内
士
の
登
録
事
務

を
行
う
た
め
に
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
庁
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

【
全
国
通
訳
案
内
士
】

○
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
、
同
シ
ス
テ
ム
上
で
の
登
録
手
続
き
が

可
能
に
な
る
。

【
都
道
府
県
】

〇
書
類
の
受
領
が
不
要
で
、
シ
ス
テ
ム
上
で
申
請
内
容
の
確

認
が
可
能
と
な
る
。

○
申
請
書
、
添
付
書
類
と
本
人
確
認
の
書
類
の
照
ら
し
合
わ

せ
が
不
要
に
な
る
。
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厚
⽣
労
働
省

説
明
資
料

重点１：国家資格等情報連携・活用システムの利

用拡大に伴う都道府県経由の廃止（厚生労働省）
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医
師
等
国
家
資
格
の
免
許
申
請
に
係
る
現
状
に
つ
い
て

〇
医

師
等

の
国

家
資

格
の

免
許

等
申

請
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

に
保

健
所

⇒
 都

道
府

県
⇒

 厚
⽣

労
働

省
と

い
う

流
れ

で
紙

媒
体

の
申

請
書

が
提

出
さ

れ
て

い
る

。
〇

保
健

所
及

び
都

道
府

県
で

は
、

申
請

書
の

形
式

確
認

（
書

類
間

の
整

合
性

の
確

認
等

）
を

実
施

の
上

で
、

⼀
定

期
間

毎
、

職
種

毎
に

申
請

書
を

と
り

ま
と

め
、

厚
⽣

労
働

省
に

進
達

し
て

い
る

。
〇

ま
た

、
厚

⽣
労

働
省

で
も

申
請

内
容

の
確

認
を

⾏
い

、
不

備
が

あ
っ

た
場

合
の

申
請

者
の

対
応

も
都

道
府

県
に

依
頼

し
て

い
る

。
〇

更
に

、
登

録
後

は
厚

⽣
労

働
省

か
ら

都
道

府
県

に
免

許
証

を
発

送
し

、
保

健
所

か
ら

申
請

者
に

対
し

て
紙

媒
体

の
免

許
証

を
交

付
し

て
い

る
。

2

〇
医

師
等

の
国

家
資

格
は

、
令

和
6年

度
の

利
⽤

開
始

を
⽬

指
し

て
い

た
が

、
国

家
資

格
等

情
報

連
携

・
活

⽤
シ

ス
テ

ム
（

国
家

資
格

シ
ス

テ
ム

）
の

⼾
籍

関
係

情
報

の
連

携
に

係
る

不
具

合
を

受
け

て
導

⼊
を

延
期

し
て

い
る

。
※

本
不

具
合

に
つ

い
て

は
、

令
和

7年
6⽉

に
解

消
し

て
い

る
。

〇
国

家
資

格
シ

ス
テ

ム
を

導
⼊

し
た

場
合

に
は

、
免

許
登

録
の

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
が

可
能

と
な

り
、

申
請

時
の

⼾
籍

謄
本

等
の

添
付

省
略

が
可

能
に

な
る

。
ま

た
、

申
請

者
へ

の
連

絡
等

も
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

施
可

能
と

な
る

。
〇

ま
た

、
国

家
資

格
シ

ス
テ

ム
を

活
⽤

し
た

資
格

管
理

を
実

施
し

た
場

合
、

資
格

管
理

者
が

必
要

な
整

理
を

し
た

上
で

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
か

ら
取

得
し

た
デ

ジ
タ

ル
資

格
者

証
の

活
⽤

が
可

能
と

な
る

。

都
道
府
県
経
由
事
務
の
現
状

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
現
状
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要
望
へ
の
対
応
⽅
針

○
国

・
地

⽅
全

体
で

の
事

務
の

効
率

化
・

合
理

化
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

、
国

家
資

格
シ

ス
テ

ム
の

利
⽤

拡
⼤

に
よ

る
都

道
府

県
の

業
務

負
担

の
軽

減
と

、
経

由
事

務
の

⾒
直

し
を

⾏
う

こ
と

は
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。

○
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

の
場

合
に

は
、

申
請

者
数

の
多

い
職

種
も

含
め

更
な

る
検

討
を

進
め

る
た

め
に

は
政

府
全

体
で

課
題

を
解

決
し

な
が

ら
、

具
体

的
な

実
⾏

の
検

討
を

⾏
う

必
要

が
あ

る
。

○
具

体
的

に
は

・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
に

よ
る

⾏
政

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、

デ
ジ

タ
ル

庁
と

厚
⽣

労
働

省
で

国
家

資
格

シ
ス

テ
ム

の
導

⼊
後

も
課

題
を

整
理

し
、

対
応

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
デ

ジ
タ

ル
庁

に
お

い
て

開
発

・
構

築
を

進
め

て
い

る
国

家
資

格
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
⼾

籍
連

携
不

具
合

の
解

消
や

必
要

な
体

制
整

備
等

の
た

め
に

医
師

等
の

国
家

資
格

に
お

け
る

導
⼊

を
延

期
し

て
い

る
が

、
経

由
事

務
の

廃
⽌

の
検

討
に

あ
た

っ
て

は
、

正
確

か
つ

円
滑

な
免

許
登

録
業

務
を

実
施

す
る

観
点

か
ら

、
国

家
資

格
シ

ス
テ

ム
の

稼
働

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
⼤

量
の

申
請

に
対

し
て

も
問

題
な

く
運

営
で

き
る

こ
と

等
を

慎
重

に
⾒

極
め

る
必

要
が

あ
る

。

・
国

家
資

格
シ

ス
テ

ム
導

⼊
後

も
、

当
分

の
間

、
紙

媒
体

と
オ

ン
ラ

イ
ン

の
双

⽅
の

申
請

が
併

存
す

る
こ

と
に

な
る

た
め

業
務

量
の

増
加

が
⾒

込
ま

れ
、

国
だ

け
で

免
許

登
録

業
務

を
⾏

う
場

合
に

は
適

正
な

業
務

実
施

体
制

の
構

築
に

向
け

た
財

源
が

必
要

。
・

国
だ

け
で

免
許

証
の

送
付

を
⾏

う
場

合
に

は
、

適
正

な
業

務
実

施
体

制
の

構
築

に
向

け
た

財
源

と
運

⽤
の

検
討

が
必

要
。

○
こ

う
し

た
課

題
の

解
決

に
取

り
組

み
、

将
来

的
な

経
由

事
務

の
廃

⽌
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
検

討
し

て
い

き
た

い
。 3
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20
21
年
4月
1日

社
会
福
祉
主
事
の
任
用
資
格
要
件
の
緩
和

＜
令
和
６
年
地
方
分
権
提
案
管
理
番
号
1
3
1
＞

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局

令
和
７
年
７
月
３
日

【
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
】
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社
会
福
祉
主
事
に
つ
い
て

2

•
社
会
福
祉
主
事
は
、
福
祉
事
務
所
現
業
員
と
し
て
任
用
さ
れ
る
者
に
要
求
さ
れ
る
資
格
（
任
用
資
格
）
で
あ
り
、
社
会
福
祉
施

設
職
員
等
の
資
格
に
準
用
さ
れ
て
い
る
。

•
社
会
福
祉
各
法
に
定
め
る
援
護
又
は
更
生
の
措
置
に
関
す
る
事
務
を
行
う
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
に
必
置
と
さ
れ
て
い
る
。

（
福
祉
事
務
所
の
な
い
町
村
に
は
任
意
設
置
。
）

１
．
概
要

２
．
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
の
必
要
な
職
種

行 政

福
祉
事
務
所
現
業
員
、
査
察
指
導
員
、
老
人
福
祉
指
導
主
事
、
家
庭
児
童
福
祉
主
事
［
児
童
福
祉
事
業
従
事

２
年
以
上
等
］
、
家
庭
相
談
員
［
児
童
福
祉
事
業
従
事
２
年
以
上
等
］
、
母
子
相
談
員

各
種
相
談
所
知
的
障
害
者
福
祉
司
［
知
的
障
害
者
福
祉
事
業
従
事
２
年
以
上
等
］
、

身
体
障
害
者
福
祉
司
［
身
体
障
害
者
福
祉
事
業
従
事
２
年
以
上
等
］

児
童
福
祉
司
［
児
童
福
祉
事
業
従
事
２
年
以
上
等
］

社
会
福
祉
施
設
施
設
長
、
生
活
指
導
員
等

多
様
で
複
雑
な
課
題
を
抱
え
る
支
援
が
必
要
な
個
人
や
家
庭
が
増
加
す
る
中
で
、
例
え
ば
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い

て
は
、
保
護
を
必
要
と
す
る
方
の
生
活
実
態
等
を
把
握
し
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
立
に
向
け
た
助
言
指
導
や
支
援
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
。
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社
会
福
祉
主
事
の
任
用
資
格
要
件
の
緩
和

＜
令
和
６
年
地
方
分
権
提
案
＞

（
求
め
る
措
置
の
具
体
的
内
容
）

生
活
保
護
業
務
に
お
い
て
、
多
様
な
人
材
の
従
事
を
可
能
と
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
主
事
の
任
用
資
格
要
件
の
緩
和
を
提
案
す
る
。

【
要
件
緩
和
の
内
容
】

社
会
福
祉
主
事
の
任
用
資
格
要
件
に
実
務
従
事
経
験
を
加
味
し
た
要
件
を
追
加
す
る
。

提
案
内
容

（
１
次
回
答
）

社
会
福
祉
主
事
は
そ
の
職
務
の
特
性
に
鑑
み
、
任
用
要
件
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
の
社
会
福
祉
主
事
任
用
要
件
に
お
い
て
、
大
学
や
養
成
機
関
等
で
一
定
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
や
社
会
福
祉
士
等
の
資
格
取
得
を
求
め
て
い
る
点

を
踏
ま
え
る
と
、
実
務
経
験
の
み
で
は
社
会
福
祉
主
事
と
し
て
の
職
務
に
必
要
な
知
識
等
の
習
得
が
必
ず
し
も
認
め
ら
れ
ず
、
ご
提
案
内
容
を
実
現
す
る

こ
と
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

（
２
次
回
答
）

実
務
経
験
の
み
で
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
の
取
得
を
認
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
く
、
養
成
課
程
等
に
お
け
る
知
識
・
技
術
の
習
得
に
よ
る
一
定
の

水
準
の
確
保
が
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
に
つ
い
て
は
令
和
元
年
度
の
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
を
受
け
て
、
見
直
し
を
行

い
、
指
定
科
目
の
読
替
に
関
す
る
通
知
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
。

ま
ず
は
、
通
知
改
正
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
の
か
な
ど
実
態
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
調
査
で
把
握
し
た
具
体
的
な
課
題
に
応
じ

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

厚
生
労
働
省
回
答

3

•
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
要
件
（
19
条
１
項
）
に
つ
い
て
は
、令
和
６
年
度
中
に
実
態
調
査
を
実
施
して
現
場
の
実
情
を
把
握
し

た
上
で
、有
識
者
の
意
見
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、実
務
経
験
を
勘
案
す
る
こと
含
め
検
討
し
、令
和
７
年
度
中
に
結
論
を
得
る
。そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

＜
令
和
６
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
（
抄
）
（
令
和
６
年
12
月
24
日
閣
議
決
定
）
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社
会
福
祉
主
事
に
つ
い
て
（
参
照
条
文
）

4

〇
社
会
福
祉
法
（
昭
和
26
年
法
律
第
45
号
）
（
抄
）

（
組
織
）

第
十
五
条
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
に
は
、
長
及
び
少
な
く
と
も
次
の
所
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
の
長
が
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な

い
場
合
に
お
い
て
、
自
ら
現
業
事
務
の
指
導
監
督
を
行
う
と
き
は
、
第
一
号
の
所
員
を
置
く
こ
と
を
要
し
な
い
。

一
指
導
監
督
を
行
う
所
員

二
現
業
を
行
う
所
員

三
事
務
を
行
う
所
員

２
～
５
（
略
）

６
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
所
員
は
、
社
会
福
祉
主
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
置
）

第
十
八
条
都
道
府
県
、
市
及
び
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
に
、
社
会
福
祉
主
事
を
置
く
。

２
前
項
に
規
定
す
る
町
村
以
外
の
町
村
は
、
社
会
福
祉
主
事
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３
都
道
府
県
の
社
会
福
祉
主
事
は
、
都
道
府
県
の
設
置
す
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
に
お
い
て
、
生
活
保
護
法
、
児
童
福
祉
法
及
び
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
法
に
定
め
る
援
護
又
は
育
成
の
措
置
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
。

４
市
及
び
第
一
項
に
規
定
す
る
町
村
の
社
会
福
祉
主
事
は
、
市
及
び
同
項
に
規
定
す
る
町
村
に
設
置
す
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
に
お
い
て
、
生
活
保
護
法
、
児

童
福
祉
法
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
及
び
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
る
援
護
、
育
成
又
は
更
生
の
措
置
に

関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
。

５
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
社
会
福
祉
主
事
は
、
老
人
福
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
及
び
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
る
援
護
又
は
更
生
の
措
置
に
関

す
る
事
務
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
。

（
資
格
等
）

第
十
九
条
社
会
福
祉
主
事
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
と
し
、
年
齢
十
八
年
以
上
の
者
で
あ
つ
て
、
人
格
が
高
潔
で
、
思
慮
が

円
熟
し
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
熱
意
が
あ
り
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
任
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
、
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
基
づ
く
大
学
、
旧
高
等
学
校
令

（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
九
号
）
に
基
づ
く
高
等
学
校
又
は
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
基
づ
く
専
門
学
校
に
お
い
て
、
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
当
該
科
目
を
修
め
て
同
法
に
基
づ
く
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者

を
含
む
。
）

二
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す
る
養
成
機
関
又
は
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
者

三
社
会
福
祉
士

四
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
試
験
に
合
格
し
た
者

五
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
※
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど

２
前
項
第
二
号
の
養
成
機
関
及
び
講
習
会
の
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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（
参
考
）
令
和
元
年
の
地
方
分
権
改
革
に
お
け
る
地
方
か
ら
の
提
言
に
基
づ
く
見
直
し

5

•
大
学
等
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
に
関
す
る
科
目
指
定
（
昭
和
25
年
厚
生
省
告
示
第
22
6号
）
で
定
め
ら
れ
て
い

る
科
目
を
３
科
目
以
上
修
め
て
卒
業
す
る
必
要
が
あ
る
。

社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目

•
上
記
科
目
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
に
関
す
る
「
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目
」

の
読
替
え
の
範
囲
等
に
つ
い
て
」
（
社
会
・
援
護
局
長
通
知
）
に
よ
り
、
読
替
範
囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

•
令
和
元
年
の
地
方
分
権
改
革
に
お
け
る
地
方
か
ら
の
提
言
「
指
定
科
目
の
読
替
え
範
囲
を
拡
大
す
る
な
ど
、
指
定
科
目
の
履

修
に
つ
い
て
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
生
活
保
護
業
務
に
従
事
す
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
任
用
資
格
の
要
件
を
緩
和
す

る
こ
と
。
」
に
基
づ
い
て
、
令
和
２
年
３
月
に
上
記
通
知
を
改
正
し
、
柔
軟
な
読
替
を
可
能
と
し
た
。

•
具
体
的
に
は
、
科
目
の
名
称
の
読
替
の
範
囲
に
該
当
し
な
い
科
目
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
必
要
な
教
育
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
科
目
で
あ
れ
ば
、
読
替
を
可
能
と
し
た
。

科
目
の
読
替
（
令
和
元
年
の
見
直
し
）
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福
祉
事
務
所
現
業
員
（
生
活
保
護
担
当
）
の
任
用
状
況
等
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

◇
令
和
６
年
の
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に
お
い
て
、社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
の
緩
和
に
関
す
る
提
案
が
あ
り、
具
体
的
に
は
、現
行

の
資
格
要
件
に
実
務
経
験
を
加
味
した
要
件
を
追
加
す
る
こと
で
、生
活
保
護
業
務
に
お
い
て
多
様
な
人
材
の
登
用
可
能
とで
き
る
よ
う求
め
が
あ
った
。

◇
ま
た
、提
案
団
体
及
び
追
加
共
同
提
案
団
体
か
らは
、無
資
格
者
が
現
業
業
務
を
行
い
な
が
ら通
信
課
程
を
受
講
す
る
こと
に
対
し、
当
該
職
員
の

負
担
とな
って
い
る
こと
や
、自
治
体
とし
て
受
講
の
た
め
の
費
用
が
経
済
的
負
担
とな
って
い
る
こと
が
支
障
事
例
とし
て
あ
げ
られ
て
お
り、
要
件
緩
和
に

よ
り通
信
課
程
受
講
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
との
意
見
が
あ
った
とこ
ろ
。

◇
そ
の
た
め
、各
自
治
体
の
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
社
会
福
祉
主
事
の
任
用
状
況
や
通
信
課
程
を
受
講
す
る
上
で
の
課
題
等
に
つ
い
て
把
握
す
る
た

め
調
査
を
行
った
。

調
査
の
背
景
・目
的

調
査
実
施
概
要

6

【調
査
方
法
・調
査
期
間
・回
収
状
況
・主
な
調
査
内
容
】

○
調
査
方
法
：
調
査
・照
会
（
一
斉
調
査
）
シ
ス
テ
ム
に
より
全
国
の
自
治
体
へ
アン
ケ
ー
トフ
ォー
ム
を
送
付
し、
各
福
祉
事
務
所
か
ら回

答
○
調
査
期
間
：
令
和
7年
3月
14
日
～
4月
23
日

○
調
査
対
象
：
1,
24
0件
（
市
区
町
村
及
び
福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体
）

回
答
数

：
37
1件

（
重
複
回
答
等
を
除
い
た
数
）
、回

答
率
：
29
.9
％

○
主
な
調
査
内
容

・福
祉
事
務
所
の
基
本
情
報
に
つ
い
て

・福
祉
事
務
所
の
人
員
配
置
に
つ
い
て

・新
卒
等
、実
務
経
験
の
無
い
者
の
任
用
に
つ
い
て

・社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
要
件
に
つ
い
て

・社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
取
得
の
た
め
の
通
信
課
程
受
講
に
つ
い
て
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【結
果
概
要
】

１
福
祉
事
務
所
の
人
員
配
置
に
つ
い
て

２
無
資
格
者
の
うち
、現
業
員
に
な
る
前
の
業
務
が
相
談
援
助
業
務
で
あ
る
者
に
つ
い
て
（
ｎ
=
18
）

無
資
格
者
（
通
信
課
程
等
を
受
講
中
の
者
も
含
む
）
の
うち
、現
業
員
に
な
る
前
の
業
務
が
相
談
援
助
業
務
で
あ
る
場
合
、ど
の
分
野
で
の
業
務
経
験
か

具
体
的
な
業
務
内
容
（
自
由
記
述
）
を
集
計
した
とこ
ろ
、次
の
よ
うな
回
答
が
あ
った
。

例
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
ター
、障
害
児
相
談
業
務
、女
性
保
護
相
談
業
務
、D
V被
害
に
あ
って
い
る
女
性
支
援
、こ
ども
の
相
談
な
ど

調
査
結
果
概
要
①

回
答
数
(人
)
割
合

現
業
員
の
合
計
人
数
 (a
)

2,
83
3

現
業
員
の
うち
、社
会
福
祉
主
事
の
人
数
 (b
)

2,
48
6
87
.8
%
(b
/a
)

社
会
福
祉
主
事
の
うち
、指
定
科
目
の
履
修
に
よ
り任
用
要
件
を
満
た
した
者
の
人
数
（
３
科
目
主
事
）
( c
)

1,
60
8
64
.7
%
(c
/b
)

３
科
目
主
事
の
うち
、教
育
内
容
に
よ
る
読
み
替
え
で
任
用
要
件
を
満
た
した
者
の
人
数
 (d
)

56
3
35
.0
%
(d
/c
)

社
会
福
祉
主
事
の
うち
、養
成
機
関
（
通
信
課
程
に
限
る）
の
修
了
に
より
任
用
要
件
を満
た
した
者
の
人
数
 ( 
e)

52
0
18
.4
%
(e
/b
)

社
会
福
祉
主
事
の
うち
、養
成
機
関
（
通
信
課
程
を除
く）
の
修
了
に
より
任
用
要
件
を満
た
した
者
の
人
数
 (f
)

10
0.
4%

(f
/b
)

社
会
福
祉
主
事
の
うち
、都
道
府
県
講
習
会
の
受
講
に
よ
り任
用
要
件
を
満
た
した
者
の
人
数
 (g
)

12
0.
4%
(g
/b
)

社
会
福
祉
主
事
の
うち
、社
会
福
祉
士
で
あ
る
者
の
人
数
 (h
)

32
3
11
.4
%
(h
/b
)

社
会
福
祉
主
事
の
うち
、精
神
保
健
福
祉
士
で
あ
る
者
の
人
数
 (i
)

11
0.
4%

(i
/b
)

社
会
福
祉
主
事
の
うち
、上
記
以
外
の
任
用
要
件
を
満
た
した
者
の
人
数
 (j
)

2
0.
1%

(j
/b
)

現
業
員
の
うち
、無
資
格
者
（
通
信
課
程
等
を
受
講
中
の
者
も
含
む
）
の
人
数
 (k
)

34
7
12
.2
%
(k
/b
)

（
無
資
格
者
が
い
る場
合
）
その
理
由
※

現
業
員
の
うち
、社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
の
有
無
が
不
明
な
者
の
人
数
 (l
)

0
0%

(l
/a
)

※
無
資
格
者
が
い
る
場
合
の
理
由
は
、「
通
信
課
程
を
受
講
中
（
受
講
予
定
）
」(
81
件
)に
関
す
る
回
答
が
最
も
多
くを
占
め
た
。（
n=
11
4）

ｎ
=
21
8（
37
1の
うち
の
回
答
の
整
合
が
確
認
され
た
も
の
）

7

選
択
肢

回
答
数
割
合

高
齢
者
福
祉

6
3
3
.3
%

障
害
者
福
祉

3
1
6
.7
%

児
童
・
家
庭
福
祉

3
1
6
.7
%

貧
困
に
対
す
る
支
援

5
2
7
.8
%

地
域
福
祉

1
5
.6
%

権
利
擁
護

1
5
.6
%

刑
事
司
法

1
5
.6
%

医
療

2
1
1
.1
%

そ
の
他

3
1
6
.7
%

合
計

2
5

集
計
対
象
者

1
8
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３
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
要
件
に
つ
い
て
（
ｎ
=
37
1）

有
資
格
者
と同
様
に
無
資
格
者
が
現
業
業
務
を
実
施
す
る
こと
に
支
障
が
あ
る
と感
じて
い
る
か

各
選
択
肢
の
回
答
数
ご
とに
そ
の
理
由
（
自
由
記
述
）
を
集
計
した
とこ
ろ
、次
の
よ
うな
意
見
が
あ
った
。

「と
て
も
そ
う感
じて
い
る
」、
「や
や
そ
う感
じて
い
る
」
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
「業
務
の
専
門
性
が
高
い
た
め
（
知
識
）
」(
18
件
)、
(4
5件
)に
関
す
る
意
見
が
最
も
多
くを
占
め
た
。

一
方
、
「あ
ま
り感
じて
い
な
い
」
で
は
、「
実
務
を
通
じて
知
識
等
を
修
得
で
き
る
た
め
」(
29
件
)、
「O
JT
や
研
修
で
必
要
な
知
識
等
が
習
得
で
き
る
た
め
」（
28
件
）
に
関
す
る
意
見
が
多
か
った
。

「全
く感
じて
い
な
い
」で
は
、「
既
に
無
資
格
者
が
現
業
業
務
を
行
え
て
い
る
た
め
」(
12
件
)、
「無
資
格
者
が
い
な
い
た
め
」（
10
件
）
に
関
す
る
意
見
が
多
か
った
。

４
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
取
得
の
た
め
の
通
信
課
程
受
講
に
つ
い
て

(1
)無
資
格
者
の
うち
、令
和
6年
度
、通
常
業
務
に
従
事
しな
が
ら通
信
課
程
を
受
講
して
い
る
者
の
数
22
8人
（
n=
11
2）

(2
)組
織
とし
て
、無
資
格
者
に
通
信
課
程
を受
講
させ
る
こと
に
対
す
る
課
題
が
あ
る
と感
じて
い
る
か
（
n=
37
1）

各
選
択
肢
の
回
答
数
ご
とに
そ
の
理
由
（
自
由
記
述
）
を
集
計
した
とこ
ろ
、次
の
よ
うな
意
見
が
あ
った
。

「と
て
も
そ
う感
じて
い
る
」で
は
、「
業
務
と資
格
取
得
の
並
行
が
困
難
で
あ
る
た
め
」 
(4
8件
)、
「予
算
確
保
が
困
難
で
あ
る
た
め
」(
48
件
)に
関
す
る
意
見
が
最
も
多
く、

「や
や
そ
う感
じて
い
る
」で
は
、「
予
算
確
保
が
困
難
で
あ
る
た
め
」(
72
件
)に
関
す
る
意
見
が
最
も
多
くを
占
め
た
。

一
方
、
「あ
ま
り感
じて
い
な
い
」で
は
、「
業
務
とし
て
必
要
で
あ
る
た
め
」(
10
件
)、
「受
講
実
績
が
な
い
・乏
しい
た
め
」（
9件
）
に
関
す
る
意
見
が
多
か
った
。

「全
く感
じて
い
な
い
」で
は
、
「無
資
格
者
の
配
置
が
な
い
た
め
」(
8件
)、
「受
講
実
績
が
な
い
・乏
しい
た
め
」（
6件
）
に
関
す
る
意
見
が
多
か
った
。

調
査
結
果
概
要
②

選
択
肢

回
答
数
割
合

と
て
も
そ
う
感
じ
て
い
る

1
0
0
2
7
. 0
%

や
や
そ
う
感
じ
て
い
る

1
4
8
3
9
.9
%

あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い

7
7
2
0
.8
%

全
く
感
じ
て
い
な
い

4
6
1
2
.4
%

合
計

3
7
1

8

選
択
肢

回
答
数
割
合

と
て
も
そ
う
感
じ
て
い
る

3
5
9
.4
%

や
や
そ
う
感
じ
て
い
る

7
9
2
1
.3
%

あ
ま
り
感
じ
て
い
な
い

1
9
1
5
1
.5
%

全
く
感
じ
て
い
な
い

6
6
1
7
.8
%

合
計

3
7
1
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今
後
の
予
定
に
つ
い
て

9

•
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
要
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
行
っ
た
福
祉
事
務
所
現
業
員
（
生
活
保
護
担
当
）
の
任
用
状

況
等
に
関
す
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
年
度
（
令
和
７
年
度
）
の
調
査
研
究
事
業
※
に
お
い
て
、
有
識
者
の
意
見
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、
実
務
経
験
を
勘
案
す
る
こ
と
を
含
め
検
討
を
行
い
、
今
年
度
中
に
結
論
を
得
る
。

•
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度
以
降
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
予
定
。

※
調
査
研
究
事
業
の
概
要

社
会
福
祉
主
事
は
、
福
祉
事
務
所
現
業
員
と
し
て
任
用
さ
れ
る
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
資
格
で
あ
る
が
、
着
任
時
点
で
任
用
要
件
に
満
た
な
い
者

は
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
通
信
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
今
般
、
「
令
和
６
年
度
の
地
方
か
ら
の
提
案
に
関
す
る

対
応
方
針
」
（
R6
.1
2.
24
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
任
用
要
件
に
つ
い
て
実
務
経
験
を
勘
案
す
る
こ
と
を
含
め
検
討
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
福
祉
事
務
所
現
業
員
の
実
態
把
握
結
果
を
分
析
等
の
上
、
受
講
に
当
た
っ
て
の
負
担
感
等
、
社
会
福
祉
主
事
任
用
要

件
の
課
題
等
を
明
ら
か
に
し
、
実
務
経
験
の
勘
案
を
含
め
検
討
を
行
う
。

○
事
業
内
容

１
有
識
者
検
討
会
の
設
置
・
運
営

２
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
実
施
（
必
要
に
応
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
）

（
福
祉
事
務
所
査
察
指
導
員
、
現
業
員
等
）
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